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養生テープ

養生テープ

銘木建材などの表面保護やマスキングテープとして、また養生シートの固定などにご使用ください。

●養生材は次のいずれかを用いてください。

●粘着性の高いテープで養生材をとめる必要がある場合の方法

養生シートの固定に使用する場合

養生テープ保管上の注意

●エンボス紙の両面にポリプロピレ
ンフィルムを貼ったもの。

粘着力の強い市販の梱包用テープで押える必要のある場合は、
養生テープを次の要領で使用すれば安心してハガせます。

●養生材とのくっつけ方

強く押えてください。特に波型タイプの養生材の場合、軽く押えると山の頂
点だけの接着となり、保持力が弱くなります。木ヘラなどを用いて押えると
凹凸になじんで接着します。

●養生テープの貼り方

2対1の割合いで、養生材の方に広くテープを貼り付けるようにしてください。

1. 仕上げ面に先に養生テープを貼り付ける

2. 養生材を置く。

3. 梱包用テープで図のように押える。

テープの保管には、直射日光や温度の高くなる暖房具の近くを避け、また水濡れしないようにご注意ください。

●ダンボール

●ダンボール芯にクラフト紙を貼り
さらにポリプロピレンフィルムを表
面に貼ったもの。

無塗装の木材には直接使用しないでください。はがす時に材面を傷めたり変色を起す危険があります。ご注意

（1）細かいエンボスのあるシートは接着面が小さくなりくっつきません。
（2）仕上面のラフな合板等にもくっつかないことがあります。ご注意
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インターフィット床見切り（被せ型）

30㎜

300㎜～
350㎜

床材伸縮に対応するため2～3㎜の隙間

2～3㎜ 2～3㎜

ビス頭がベースにくい込みやすい形状を避けてください。
ビス頭がベース上に露出しやすい形状を避けてください。
ビス頭が露出すると、フタと干渉しはめにくくなります。

※ベース固定の際の注意点
　・ベースが床材より少し上がる程度に、パッキンなどで高さを調整してください。
　 （フタが完全に入らないと、軋み等の問題が生じます）

塩ビ樹脂

直貼りフロアの場合の納まり

35

23 66

15
.3

12
.8
2.
5

塩ビ樹脂

26

5.9

5.11

2

6 614

塩ビ樹脂

塩ビ樹脂

〈12㎜フロア、通常直貼りフロア用見切り〉

〈12㎜フロア、通常直貼りフロア用見切り〉

〈スマートハード用見切り〉

〈スマートハード用見切り〉

■断面図12㎜フロアの場合の納まり

床材

床材

床材

添え木 添え木

パッキン

0.5～0.8㎜程度床材より上げる

車の中など、高温になる場所に放置しないようお願いします。変色、変形、劣化の原因になります。
材質は「塩ビ樹脂」になります。廃棄の際は分別にご留意ください。ご注意

・両端からは30㎜の位置に、中間部は300～350㎜
ピッチでビスを真っ直ぐ打ち込んで固定してくだ
さい。
・コンクリート下地の場合はゴム系接着剤とビスを
併用して固定してください。
 （コニシ：G-77・セメダイン等）
・ピンタッカーは使用しないでください。
・床材の伸縮に対応するため、ベースと床材の間を
2～3㎜程度あけてください。

（1）ベースを下地に固定します。

（2）カバーをはめ込みます。


